
臨床研修中に従事要件等がある
地域枠学生の採用状況について

資料２
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医学部定員

地域枠

8,280人
（昭和56～59年度） 7,625人

(平成15～19年度)

昭和57年
閣議決定

「医師については
全体として過剰を

招かないように配慮」

昭和48年
閣議決定

「無医大県解消構想」

平成

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

医学部定員 7625 7625 7625 7793 8486 8846 8923 8991 9041 9069 9134 9262 9420

地域枠 64 129 183 403 749 1141 1257 1309 1400 1427 1525 1617 1674

地域枠の割合 0.8% 1.7% 2.4% 5.2% 8.8% 12.9％ 14.1% 14.6% 15.5% 15.7% 16.7% 17.5% 17.8%

医学部入学定員と地域枠の年次推移

○ 平成20年度以降、医学部の入学定員を過去最大規模まで増員。

○ 医学部定員に占める地域枠*の数・割合も、増加してきている。

（平成19年度183人（2.4％）→平成29年1674人（17.8％））

地域枠*：地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠であり、奨学金の有無を問わない。

昭和

地域枠の人数については、文部科学省医学教育課調べ

（人） 9,420人
(平成29年度)

1,795人の増員
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地域の医師確保を目的とした都道府県地域枠（概要）

○【地域枠】（平成22年度より都道府県の地域医療再生計画等に位置付けた医学部定員増）
〈１〉大学医学部が設定する「地域医療等に従事する明確な意思をもった学生の選抜枠」
〈２〉都道府県が設定する奨学金の受給が要件

※入試時に選抜枠を設定せず、入学後に学生を選抜する場合もあり

※学生の出身地にとらわれず、全国から募集する場合もあり

※貸与額及び返還
免除要件について
は、各都道府県が
その実情に応じ
て、独自に設定。

○月額１０～１５万円
※入学金等や授業料など別途支給の場合あり

○６年間で概ね１２００万円前後
※私立大学医学生等には、別途加算の場合あり

（参考）全学部平均の学生の生活費（授業料含む）は
国公立大学で約１４０万/年、 私立大学で約２００万/年

出典（独）日本学生支援機構 学生生活調査（平成２０年度）

１．貸与額

○医師免許取得後、下記のような条件で医師として貸与期間の概ね1.5倍（９年
間）の期間従事した場合、奨学金の返還が免除される。

１．都道府県内の特定の地域や医療機関
（公的病院、都道府県立病院、市町村立病院、へき地診療所等）

２．指定された特定の診療科（産婦人科・小児科等の医師不足診療科）

２．返還免除要件

・平成22年度地域枠入学定員（313名）→平成28年に卒業見込み
・平成23年度地域枠入学定員（372名）→平成29年に卒業見込み
・平成24年度地域枠入学定員（437名）→平成30年に卒業見込み
・平成25年度地域枠入学定員（476名）→平成31年に卒業見込み
・平成26年度地域枠入学定員（500名）→平成32年に卒業見込み
・平成27年度地域枠入学定員（564名）→平成33年に卒業見込み
・平成28年度地域枠入学定員（592名）→平成34年に卒業見込み

医
学
教
育
（
６
年
間
）

平成28年度以降、新たな
医師として地域医療等へ貢献：

奨学金の例

２



臨床研修を修了した地域枠医師数の見込み

○ 平成20年度以降の医学部の臨時定員増等による地域枠での入学者が順次卒業し、臨床研修を
終え、地域医療に従事し始めている。
○ 今後、こうした地域枠医師が順次臨床研修を終え、地域医療に従事する医師が増加することに
伴い、地域医療支援センターの派遣調整の対象となる医師の増加が見込まれる。

臨床研修を修了した地域枠医師数の見込み

今後、地域医療に従事する医師が順次増加

※ 地域枠（地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠であり、奨学金の有無を問わない。）の人数
については、文部科学省医学教育課調べ。
全体の数には様々な条件による地域枠の医師数が含まれているが、ここでは一律に、卒業後９年目まで地域医療に従事する義務があ

ると仮定し、義務年限終了以後は累積人数から除外して、単純に累積医師数を見込んだ。また、留年・中途離脱等は考慮していない。
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①新医師確保総合対策による、平成20～29年度までの臨時定員増105人

②緊急医師確保対策による、平成20・21～29年度までの臨時定員増212人

③平成22～31年度までの臨時定員増676人（平成28年時点）

医学部の臨時定員増の根拠規程

医師の定員に関する関係大臣合意 確認書
（平成18年８月31日 総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣 ）

「緊急医師確保対策」に関する取組について
（平成19年８月30日 地域医療に関する関係省庁連絡会議（※））

大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準
（平成十五年文部科学省告示第四十五号）

※厚生労働省、総務省、文部科学省の局長級の会議

医師不足県（青森・岩手・秋田・山形・福島・新潟・山梨・長野・岐阜・三重）及び自治医科大学にお
いて、平成20年度から最大10年間に限り、10名を限度として定員増を容認する。

全都道府県を対象に、最大５名まで（ただし、北海道は15名まで）、平成20・21年度から平成29年度
までの臨時定員増を容認する。

平成22年度以降に期間（平成31年度入学者分まで）を付して医学部に係る収容定員増を行おうと
する場合、地域枠、研究医枠、歯学部振替枠に限り定員増を認可する。

※ 「経済財政改革の基本方針2009（平成21年６月23日閣議決定）」「新成長戦略（平成22年６月18日」にお
ける医師養成数増加の方針を元に、文部科学省の告示を改正。

※ なお、文部科学省高等教育局長、厚生労働省医政局長の通知により、地域枠の入学定員増は、各都道
府県につき毎年原則１０名を上限とされている。 ４



地域枠を活用した医師偏在対策（平成24年4月入学生）

〇 地域枠としての入学については、資金貸与による従事義務に加えて、出願資格等に従事要件の確約
等が含まれている。

〇 都道府県が設定する資金貸与制度では、その都道府県内の地域医療に勤務する期間等を定め、契約
書を取交し貸与を行っている。

○【地域枠】とは、
各大学は地域医療等に従事する明確な意思を持った学生を選抜するための枠（地元出身者のため

の選抜枠、出身地にかかわらず地域医療に従事する意思を有する者を対象とした選抜枠等）を定員
の中に設けており、本人の同意を得たうえで入学手続きをしている。

学生募集要項 ※一部抜粋 医師養成のための資金貸与制度 ※一部抜粋

区分 例
アドミッションポリシー
（学生受入方針）

出願資格及び要件 貸与資格 勤務期間

貸与時、
契約書
取交し
の実施

地域枠
入試

Ａ大学

県内の医師不足を打
開するため、将来、県
内の地域医療を担う
人材

修学資金貸与制度規定に定める一定期間、
県内で診療に従事することを確約できる者
等

将来、県の指定する県内のへき
地医療拠点病院又はへき地診療
所において医師の業務に従事し
ようとする者

就学資金貸与を
受けた2分の3の
期間（通常9年間）

あり

Ｂ大学
将来、県の地域医療
に貢献しようとする志
を持った方

県医師修学資金の貸与を受ける者等

臨床研修病院等の内科、小児科
または産科における専門研修（内
科における専門研修専門研修に
あっては、大学病院におけるもの
を除く。）を受ける者 等

貸与を受けた期
間の1.5 倍の期間
（初期臨床研修期
間を含む。）

あり

地域枠の学生募集要項と資金貸与制度の例
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臨床研修病院が研修医の募集及び採用を行う際の留意事項等について

地域医療への貢献等を目的とした医学部入学定員増等により、いわゆる地域枠の学生等が増加してくるため、基幹
型臨床研修病院が研修医の募集及び採用を行う際、その地域医療への従事要件等に配慮することについては、「医師
法第16条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令の施行について」（平成15年６月12日付け医政発第0612004号）
において定めているところである。
本年３月23日に開催された医道審議会医師分科会医師臨床研修部会において、地域枠の学生に係る従事要件等への

配慮について、より適正を図る観点から、臨床研修制度における地域枠医師への対応が議論（別紙）されたことを受
け、医師臨床研修マッチング参加規約が改正されたところであり、臨床研修病院が研修医の募集及び採用を行う際の
留意事項等について、下記のとおり取りまとめたので、貴局管内の臨床研修病院に対し周知願いたい。

記

１ 臨床研修病院は、医師臨床研修マッチングの希望順位登録前に研修希望者の臨床研修期間中の地域医療への従事
要件等（以下「従事要件等」という。）を必ず確認すること。

２ 従事要件等が課されている研修希望者は、選考過程において臨床研修病院にその旨を申し出るものであること。
３ 臨床研修病院は、研修希望者に従事要件等が課されている場合、当該従事要件等と研修プログラムに齟齬がない
ことを確認した上で医師臨床研修マッチングの希望順位登録を行うこと。
なお、当該従事要件等と研修プログラムに齟齬がある場合には、希望順位登録を行わないこと。

４ 各都道府県は、従事要件等が課されている研修希望者の氏名、大学名及び従事要件等を記載したリストを作成
し、
厚生労働省を経由して、臨床研修病院に情報提供すること。
なお、臨床研修病院は、当該リストを研修希望者の従事要件等の確認のためにのみ使用するものとし、当該目的

以外に使用し又は第三者に提供してはならない。
５ 臨床研修病院は、研修希望者の従事要件等に関して、該当する都道府県に照会することができること。

なお、臨床研修病院は、当該照会により得た情報を研修希望者の従事要件等の確認のためにのみ使用するもの
とし、当該目的以外に使用し又は第三者に提供してはならない。

６ 各都道府県は、従事要件等が課されている研修希望者について、採用先医療機関を調べた上で、従事要件等と
研修プログラムに齟齬がないことを確認すること。

（平成２９年７月３１日付医政医発０７３１第１号厚生労働省医政局医事課長通知）

６



平成２９年度 研修医マッチングスケジュール

日時 内容確認及び該当者

平成29年 6月 15日 参加登録開始（参加者、参加病院）

平成29年 8月 3日 参加登録締切（参加者、参加病院）

平成29年 9月 7日 希望順位登録受付開始（参加者、参加病院）

平成29年 9月 21日 希望順位登録の追加、修正中間公表前の締切（参加者）

平成29年 9月 22日 中間公表（参加者、参加病院）

平成29年 10月 5日 希望順位登録の追加、修正最終締切（参加者、参加病院）

平成29年 10月19日 オンラインによる組み合わせ決定発表（参加者、参加病院）
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臨床研修の選考過程における地域枠学生の従事要件の考慮について

 地域医療への貢献等を目的とした、いわゆる地域枠の学生等の増加を踏まえ、臨床研修の選考過程において、従
事要件への配慮が更に求められている。

 各都道府県は、従事要件が課されている研修希望者の氏名、大学名及び具体的な従事要件等を記載したリスト
を作成し、厚生労働省を経由して、臨床研修病院に情報提供する。

 臨床研修病院は、医師臨床研修マッチングの希望順位登録前に研修希望者の臨床研修期間中の地域医療への
従事要件を確認のうえ登録を行う。

厚生労働省
（地方厚生局）

各都道府県
地域医療支援センター

【ｷｬﾘｱ形成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】へ
の従事を約束。
• 義務年限（△年）
• 臨床研修病院
• 専門研修 等

①学生リスト
⑤採用結果

医師リスト

△△ △△
□□ □□
○○ ○○
 ･･･

① 情報提供
⑤ 結果報告

• 臨床研修期間中に従事要
件のある研修希望者名

• 大学名
• 臨床研修を行う地域等

• 地域で働くことを希望

• 誤って地域枠学生を採
用しないよう、全国の地
域枠学生リストを送付

全国の基幹型臨床研修病院

地域枠学生臨床研修マッチング協議会

② 提 供
修学資金
の貸与

・ マッチングエントリに際し、地域枠学生の
従事要件と齟齬がないか確認。

医師リスト

△△ △△
□□ □□
○○ ○○
 ･･･

医師リスト

△△ △△
□□ □□
○○ ○○
 ･･･

￥

③選考過程
従事要件を申出・確認
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臨床研修制度における地域枠医師への対応

平成29年度～

① 従事要件等が課されている研修希
望者は、選考過程において臨床研
修病院にその旨を申し出る

② 各都道府県は、従事要件等が課さ
れている研修希望者の氏名、大学名
及び従事要件等を記載したリストを
作成し、厚生労働省を経由して、臨
床研修病院に情報提供

③ 臨床研修病院は、マッチングの希望
順位登録前に研修希望者の従事要
件等を必ず確認

④ 臨床研修病院は、研修希望者に従
事要件等が課されている場合、当該
従事要件等と研修プログラムに齟齬
がないことを確認した上でマッチング
の希望順位登録を行う

⑤ 臨床研修病院は、研修希望者に従
事要件等が課されている場合、該当
する都道府県に照会できる

⑥ 各都道府県は、従事要件等が課さ
れている研修希望者について、採用
先医療機関を調べた上で、従事要件
等と研修プログラムに齟齬がないか
どうかを確認し、厚生労働省に提出

臨床研修病院

厚生労働省

.

都道府県

研修希望者

①

②
⑥

②

③
④

⑤

臨床研修病院

厚生労働省

.

都道府県

研修希望者

③
④

⑤

① 従事要件等が課されている研修希望者

には、大学から地域枠用のマッチング参加
登録用ＩＤ（６年生用と既卒者用は別）を配付
当該研修希望者は、参加登録手続きの
際、従事要件等を入力

② 各都道府県は、ログインIDをマッチング協
議会より提供を受け①で入力されたデータの

従事要件等を確認し、必要があれば追記・
修正を行う
③ 臨床研修病院は、マッチングの希望順位
登録前に研修希望者の従事要件等をシス
テム上で必ず確認
※氏名等で検索が可能

④ 臨床研修病院は、研修希望者に従事要
件等が課されている場合、当該従事要件等
と研修プログラムに齟齬がないことを確認し
た上でマッチングの希望順位登録を行う

⑤ （変更なし）

⑥ （変更なし）

平成31年度～

（案）

①

②

⑥

誰が地域枠に該当するかは都道府県から
大学へ情報提供する
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地域枠とマッチング

マッチング（現行）

学生 マッチング結果 進路

太郎
指定された研修病院
にマッチ

・マッチしたC病院へ

花子
指定された研修病院
にアンマッチ

・2次募集等

県内病院

マッチ

全
て
ア
ン
マ
ッ
チ

地域枠 太郎

地域枠 花子

※自治医科大学、防衛医科
大学校が対象

（マッチング前に病院を決定）

県内病院

B病院

A大学病院

C病院

B病院

A大学病院

C病院

10

○ 現行では、地域枠や地元出身者とそれ以外の者が同時にマッチングを実施するため、
地域枠の医師が、診療義務が課せられた地域での希望病院にマッチできない可能性がある。
○ 現行では地域枠学生も、マッチングに参加して臨床研修を行う病院を決定。

（一般枠学生と同様の扱い）
※例外：自治医科大学と防衛医科大学校
・マッチングに参加せず、研修を行う病院を個別に調整して決定



地域密着型臨床研修病院（仮称）における地域枠等限定選考（イメージ）

B病院A大学病院 C病院

11

都道府県

D病院

厚生労働省

意見

申請

指定

指定基準

地域密着型臨床研修病院（仮称）

マッチング枠

募集定員の２割又は
５名の少ない方以下

募集定員のうち地域枠等限定枠以外
（地域枠等限定枠の残余を含む）

・地域医療に配慮した研修プロ
グラム（例えば、地域医療の研
修期間が６月以上となるもの）
を設けていること等

地域枠等限定枠
【対象】
地域枠等（平成29年度約800人）のうち
希望する者

地域医療対策
協議会

地域枠等限定枠の上限は、臨床研修期間中に従

事要件等が課されている者（地域枠等）の２割

例 地域枠等１５名の場合、上限３名

【構成員】
次に掲げる者の管理者等
○ 特定機能病院
○ 地域医療支援病院
○ 公的医療機関
○ 臨床研修病院
○ 大学
○ 社会医療法人 等

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%83%93%e3%83%ab&view=detailv2&&id=588825582962C90050D7F6AC221555B0877B82F7&selectedIndex=702&ccid=78tuNUbl&simid=608030549555350758&thid=OIP.Mefcb6e3546e5a386e760c25def33b9c0o0


地域枠限定選考に関するスケジュール（イメージ）
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時 期 都道府県・協議会
地域密着型病院

（仮称）
他の臨床研修病院

研修希望者
（地域枠）

研修希望者
（地域枠以外）

３月
地域密着型病院
（仮称）申請

４月
地域密着型病院
（仮称）指定

５月 地域枠限定選考
（希望する場合は）
地域枠限定応募

６月 参加登録開始（～８月）

９月 希望順位登録開始（～１０月）

１０月
マッチング組み合わせ結果発表

仮契約

～翌年３月
（募集定員に空きがあれば）二次募集

採用
（採用されていなければ）応募

翌年４月 臨床研修開始

○ 都道府県が指定する地域密着型病院（仮称）において、マッチングの前に募集定員の
一部に限り、地域枠限定選考を実施



臨床研修中に地域医療への従事要件等が課されている研修希望者に係る採用結果
（平成３０年度開始の臨床研修）

13
出典：「臨床研修病院が研修医の募集及び採用を行う際の留意事項などについて」（平成29年７月31日付け医政医発0731第１号）に基づく報告

地域枠制度利用者 805

臨床研修中に従事要件あり
764（100％）

臨床研修中に従事要件なし
41（100％）

従事要件に従って研修中 702（91.9％） 38（92.7％）

従事要件に従って研修していない 62（8.1％） ３（7.3％）

地域枠離脱者

10（1.3％） ２（4.9％）

国試不合格者※（１） 地域枠を離脱した上で研修中（２）

従事要件外で研修中（９）

地域枠非離脱者

52（6.8％） １（2.4％）

国試不合格者（41） 卒試不合格者（１）

卒試不合格者（９）

既卒（病気療養中）（１）

無期停学（１）

※２年連続不合格により、制度から離脱

○ 臨床研修中に従事要件があり、地域枠を離脱した者において、９名が従事要件外で研修中となっている。



採用にいたる経緯や都道府県からの意見について

病院側の採用理由 本人の離脱理由
（都道府県への申告）

地域枠の離脱時期

・本人から地域枠離脱について申
告があったため（７）

・地域枠であることを確認できな
かったため（１）

・制度の誤認識のため（１）※１

・自己都合（希望する研修、実家、結
婚等）（７）

・健康上の問題（２）

採用決定前に離脱（３）※２

採用決定後に離脱（６）

＜都道府県からの意見について＞

○ 離脱に関しては、県と貸与者とは民法に基づき金銭賃借契約を結んだ関係に過ぎず、償還の意志があれ
ば法的に阻止することはできず、認めざるを得ない。一方、地域枠で入学した事実は変わらず、その道義
的責任は問われるべき。

○ 県及び大学からの問いかけに対して非常に攻撃的な態度をとり、時には県及び大学の発言を隠れて録音
するなど、信頼関係が崩壊している状況が続いた。

○ 例年、貸与者が志望する病院に対し、志望者の情報を提供し配慮を求めてきたが、今後はより一層県内
臨床研修病院に貸与者の採用について協力を求めていきたい。

○ マッチング参加規約が改正され初期臨床研修で県外へ出ることが難しくなったため、在学中または初期臨
床研修修了後に離脱する意志を表示している者がおり、何らかの対応を検討いただきたい。

○ 推薦入試であったため、出身高校に対して地域枠の主旨を理解して推薦してほしい旨の文書を送付し、
出身高校からは、推薦を取り消す処理をしたこと、今後、このようなことがないようにするとの謝罪があった。

＜採用にいたる経緯＞ n＝９

※１ 実際は臨床研修中も従事要件が課せられていたが、猶予されていると認識していた
※２ 採用試験時には離脱はしていない
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